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開 会 午後６時３０分

○事務局 時間になりましたので、ただいま

から第６回新城市市民自治会議を開催させて

いただきます。

まず初めに、会長から御挨拶をお願いいた

します。

○会長 お願いします。皆さん、どうもこん

ばんは。

今日は第６回目の会議になります。いよい

よ全体の素案についての最終的な確認の段階

になってまいりました。今日、また準備させ

た資料内容について忌憚ない御意見をいただ

ければというふうに思います。どうぞ、よろ

しくお願い申し上げます。

○事務局 ありがとうございました。

それでは、次第に従いまして会議のほうを

進めさせていただきます。

新城市市民自治会議条例の第６条の規定に

基づきまして、これ以降のとりまわしにつき

ましては会長であります先生にお願いしたい

と思います。お願いします。

○会長 部屋、寒くないですか。大丈夫です

か。皆さん。

○事務局 どうですか。

○会長 ちょっと寒いです。 済みません。

議題にないことを先に。

それでは、早速始めていきたいと思います。

本日の審議事項、２として新城市自治基本条

例及び新城市若者条例（答申）についてとい

うことです。

その中からまず最初に、新城市自治基本条

例に定める市民の権利を具現化するための公

開政策討論会条例について、まずこちらのほ

うから事務局、じゃあ、よろしくお願いしま

す。

○事務局 まず、資料のほうですけれども、

次第の次にありますのが公開政策討論会の手

続フローについての御意見を委員の皆さんか

らいただいております。フローというのがＡ

３の資料で前回もつけさせていただいており

ますけれども、時系列に従った手続フロー図

になります。

こちらにつきまして、事務局からの宿題と

して１点、一番右の市長候補者予定者の動き

のところでございます。市長候補者予定者に

つきましては、公開政策討論会に参加の申し

込みをしていただくわけなんですけれども、

２種類ございまして、公開政策討論会の説明

会。説明会に出席した後、２週間以内に申し

込みをするという形が１つあります。この段

階で出席の申し込みをしていただく候補者予

定者は、討論したいテーマについて提出する

ことができるとともに、実行委員会の委員さ

んを推薦することができるということになり

ます。この段階で市長候補者予定者、市長に

なりたいという方がその段階で意見表明、立

候補表明をしておらず、直前になって市長に

なりたいという表明をなさった候補者が公開

政策討論会に参加できる手続として、もう一

段階、参加の手続を定めたいということで、

前回投げかけ自体がわかりにくかったわけな

んですけれども、事務局としてはその下のと

ころにあります討論会参加の締め切り、それ

ぞれ新城地区、鳳来地区、作手地区の３会場

で開催するわけなんですけれども、その各会

場で開催する日から１週間前までに申し込み

をすれば公開政策討論会に参加することがで

きる。ただし、最初に説明したような手続で

はなくて、テーマの提出はできませんし実行

委員の推薦はありません。ただ、候補者が参

加するのみということで、この２段階の２種

類の参加申し込みを書いております。事務局

の案としましては、公開政策討論会の１週間

前までに申し込みをしていただければ、何と

か実行委員会でもタイムスケジュールを修正

することができるのではないかと考えており

まして、こちらを提案するものでございます。

また、実行委員会の委員さんの表記を少し

変えております。任期満了の場合の第１段階

では、有識者の例示をさせていただいており
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まして、ここは今回まとめ切ることができな

いところかなと思いますけれども、区長会か

ら、あるいは地域協議会の代表者とか経験者。

経験者というのは、公開政策討論会の経験者

や弁護士、元自治振興事務所長などが考えら

れるとかなというふうに考えております。そ

のあたりが前回の資料と比べて変わってる点

でございます。

もう一つ細かいんですけれども、市民自治

会議の列を見ていただきますと、市長が市民

自治会議に諮問する内容が開催日時、場所に

加えまして前回の資料ですとテーマになって

いましたけれども、ここは開催に関し必要な

事項を諮問し、この場で市民自治会議から市

長に答申をするという内容でございます。

以上がフロー図、Ａ３の資料の修正点でご

ざいます。

Ａ４のほうの各委員さんからいただいてる

御意見をつけさせていただいております。

まず、実行委員会の委員構成について、

◯◯委員と◯◯委員から、それから公開政策

討論会参加の最終申込期限については◯◯委

員と◯◯委員から、その他につきまして◯◯

委員から御意見をいただいております。

資料の説明としましては、もう１枚、次の

ものを見ていただきますと、今日検討してい

ただきたい答申書でございます。答申書１枚、

１つ１番としまして、自治基本条例に定める

市民の権利を具現化するための公開政策討論

会条例についてと、２番として若者総合政策

その他若者が活躍できるまちの形成の推進に

関する事項についてと、裏面を見ていただき

まして、その他、自治基本条例の運営に関す

ることの中に市民まちづくり集会と女性議会

について、こちらをこれまでの市民自治会議

で出していただいた御意見をもとにまとめた

ものになります。

それから、その２枚目が公開政策討論会条

例の概要でございます。こちらが条例の要点

を抜き出したものになりまして、最後のホッ

チキスどめの資料が自治基本条例の改正案と

公開政策討論会の条例の案になります。こち

らにつきましては、大変時間のない中で送ら

せていただいたものになりますが、大きな概

要あるいは手続のフローは一切変えることな

く市役所の法務担当の部署がございまして、

法務担当と調整した案を今日はつけさせてい

ただいております。

以上が、まずは資料の説明となります。よ

ろしくお願いします。

○会長 それでは、ちょっと確認ですけども、

事前に皆さんにお送りしてない資料は今日の

中でありますか。修正したところはしょうが

ないですけど。

○事務局 答申書とそのすぐ次についてます

公開政策討論会条例の概要です。こちらが、

今日初めて皆様、見ていただくことになりま

す。

○会長 じゃあ、フローについて意見と、そ

れから法務担当案、これはもう既に皆さんに

行ってあるわけですね。

○事務局 はい。

○会長 わかりました。じゃあ、そういう前

提で始めてまいります。

まず、前回のフローを見ていただいて、ま

ずそれについて意見として今日出していただ

いたもの、もう一回ちょっと確認をしましょ

うか。くれぐれもこの会議の中で全部決め事

をするわけじゃなくて、なるべく意見の一致

を見たいというところです。ですから、意見

の一致を見ないものについては、こういう意

見があったという形で使って、事務局で最終

的に今後検討していただくという、そういう

段取りだということは前回ここで確認したと

思うんですけど、よろしいですか、まず皆さ

ん。よろしいですか。

それでは、始めていきたいと思います。

まず、フローの部分について実行委員会の

委員構成、それから公開政策討論会参加の最

終申込期限、その他というふうに今あります。
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この内容についてちょっと確認をしていきた

いと思います。これ意見を出していただいた

方が◯◯さんと◯◯さんなので、まず実行委

員会の委員構成、これについてお願いします。

○委員 有識者はこれはこれで異議なしとい

うことで、ＪＣはぜひお願いしたいというこ

とで、弁護士というのはこれは今までこうい

うことがなかったと思います。法務担当の職

員でいいんじゃないかと思うんですけど、弁

護士に頼むことでややこしくなるというか、

かなり難しいことになると思うんで、別に変

な条例ではないので。弁護士は謝礼が絡みま

すのでなくしたほうがいいと思います。法務

担当職員の方でいいんじゃないかと思います。

いかがでしょう。

それからもう一つ、元自治振興事務所所長

ですか。

○事務局 そうです。

○委員 所長ですか。

○事務局 はい。所長です。

○委員 所長さんですか。

○事務局 はい。

○委員 現在の事務所長さんではなくて、昔

の事務所長さんにされたというのは、理由は

どういうことですか。

○会長 いいですか。それはちょっととりあ

えず意見交換をします。

○委員 はい、わかりました。ということで

した。事務所長ですね。長ですね。

○会長 事務所長ですね。

○事務局 済みません。加えてください。

○会長 それから、◯◯さん。紹介してくれ

ますか。

○委員 公募とかもしくは一般の方が立候補

による構成ですと、もし人数、定員からあふ

れた場合に選出基準とか理由等々をつけない

と応募した方が不安に思ったりするのではな

いかと思い平等じゃないというのと、言って

は失礼ですけど、名前も知らない人とかもし

くは普通の人よりかは有識者であったほうが

理解もしくは市民の方からも信頼を得やすい

ので、有識者が好ましいのではないかと思っ

て、この意見を出しました。

○会長 ありがとうございました。皆さんの

お考えもこの後聞きたいと思いますけども、

まず◯◯さんのほうの意見なんですけども、

実は今日のフローを見ると、そうすると一般

公募というところが消えてますよね。これは

確か前回話し合いをして、一般公募はしない

ということだった。ところが、前回送られた

資料はそこは残ってたので◯◯さんが今指摘

してくれたんですよね。ですから、一般公募

はしないということですので、◯◯さんの疑

問点に答えた形にしたということで御理解い

ただけますか。

○委員 はい。

○会長 それから次に、◯◯さんのほうの意

見なんですけども、まずここで有識者の中で

全部言ってありますけども、こういうくくり

方がいいかどうかというのはちょっと検討で

す。これも区長会の会長さんですよね。それ

から、地域協議会の代表というのも地域協議

会の中の代表者ということですので、こうい

う方たちは既に役職をもっていろいろ活動を

している方で、それから経験者というところ

です。ここにＪＣなどと書いてあるんです。

ＪＣはこの会、いろんなこういう選挙のたび

にマニフェストを作ったり、意見交換を行わ

れたりという経験もあって、これは◯◯さん

が前回、紹介してくれた。ですから、経験者

として入れてあるんです。実はもう一つ、新

城では第１回目の公開政策討論会が行われた。

そういうやはり経験も非常に重要だろうとい

うことだったんです。したがって、ここでは

経験者という場合には「など」と書いてある

のは、ＪＣや新城ならではの第１回目の公開

政策討論会を実際にやられた経験者の方をこ

こでは想定する。やはり、こういう経験とい

うのは今回の部会の協議とか、それからここ

での協議においても非常に有意義なものだっ
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たというふうに理解しておりますので、やは

り経験はすべきであるということを。

それから弁護士なんですけども、これは

◯◯さんが随分費用負担のことで心配された

んですけども、なぜこれを書いたかというと

公職選挙法に抵触しないように実行委員会を

運営していく必要があると思います。特に公

職選挙法についてよく見識をもってる弁護士

に関わってもらって、実行委員会の立ち上げ

から実際に公開政策討論会を行い、そしてい

よいよ公職選挙法に基づく選挙運動に入るま

での段階のところが適正に行われるように法

務の専門家として関わってもらう必要がある、

あってもいいだろう。これはずっとこういう

形ではなくて、実は今日の後で見ていただく

公開政策討論会条例の中に実行委員会という

ところがないんです。というのは、やはり実

行委員会というものも会を重ねる中で見直し

をする必要もあるだろう。ただし、１回目は

やはり相当慎重に取り組んだほうがいいとい

うこと。相当、法務省とか、それから自治省

とか愛知県の選挙管理委員会、いろんなとこ

ろがやはりこの運用を見ていきますので、そ

ういう意味もあって、ここ慎重にということ

で法務の専門家を入れたほうがいい。

それから、ここが有識者という理解なんで

すけども、元振興事務所長です。この方が狭

義の有識者という位置づけで入ってもらった

らどうだということです。民間投与も流れて

いますよね、ここは確か。ですので、この地

域の自主活動について民間の立場から非常に

地域の実情に詳しく、またこれまで自治運営

にかかわってきたという方。こういう地元の

自治振興事務所長という制度を活用した有識

者に入ってもらうということがいいんだろう。

○委員 現役の所長さんではなくて、元とい

うのはどういう理由なんですか。

○会長 現役は公務員なんです。ですから、

現職は実行委員会には入れてはならない。

○委員 そうですか。

○会長 ただ、これも経験をやはり生かした

という、そういう趣旨でこういう構成にする

というものです。

それで第１段階です、これは。第２段階に

は、市長候補者を推薦する者が入ってきます

ので、ここで実行委員会が形づくられるとい

う、そういう段取りになります。まずは動か

さなきゃいけないということで。

○委員 済みません。弁護士さんは謝礼をな

しでやることができるんですか。かなり難し

いんじゃないかと思うんですけれど。それぐ

らいはできるんですか。

○会長 ここはどういう。

○事務局 本当にここは正直悩ましいところ

なんですけども、何とか見つけるか顧問弁護

士にやってもらうか。

○委員 顧問弁護士っておられるんですか、

市に。

○事務局 はい。正式な顧問弁護士という呼

び方かどうかはちょっとあれですけども。

○委員 そうなんですか。

○事務局 はい。

○会長 自治体には必ずそういう方がお見え

になりますので、いろんな呼び名で呼んでま

すけども、市の行政運営に関わってみえる専

門家。あくまでも、ここでの依頼は公職選挙

法になるべく抵触しないように、実行委員会

が適正に運営をされるというところを見届け

ていただいて、助言をいただけるような方が

望ましいのではないかという第１段階です。

第２段階は、先ほどの市長候補者の推薦する

方。これについて謝礼は無償ということで。

この意図するところは、有償にするとこれは

特別公務員の扱いになるんですかね。

○事務局 そうですね。そうばっかでもない。

やり方によってはもちろん報償費という形で、

公務員の身分ではなくても謝礼はお支払いで

きるんですけども、このあたりが前回の議論

の中で無償という形で提案させていただいた

んですけども。
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○会長 この辺、皆さん、どう思われますか。

○委員 よろしいですか。

○会長 はい。

○委員 全部通してお話します。

弁護士さん、確かに◯◯委員が言われるよ

うにちょっとひっかかるところもあるんだけ

ども、有識者と法務担当というようなことで

いいと思います。ただ例えば弁護士会ってあ

るんですか、新城市に。

○事務局 新城はないですね。

○委員 ないですよね。だから、本来は弁護

士会のところにお頼みをして、そこから選定

してもらうというほうがもっていきやすいか

なと僕も思ったんです。ただ、市のほうに法

務担当が見えれば、その方がここに入ってや

るのも１つのやり方だし、その方が弁護士さ

んと話をしながらやるというのも１つのやり

方なんだけど、先生が言われたようにやっぱ

り要するに抵触しない形の有識者。やっぱり

そういう形で入れ込むのが必要だし、これ決

定事項じゃないんで、答申をして議会を通し

て中にもっていく中で入れとく部分ではこう

いう書き方は僕はいいと思うんです。

それからあと、報酬はもし報酬がなければ

いいやというなら受けてくれないだけの話だ

から、ここの総意として報酬はなしというの

も悪くはないと思ってる。やっとく段階で必

要経費という言い方がおかしいんだけども、

必要な経費がもし出てくるんなら、それは平

等に出しておくというのも、後々つけておく

部分は残してもいいのかなとは思ってます。

だから、本音としてはこの程度って言ったら

おかしいんですけども、こういう形でいいの

かな。

それからＪＣは４０で終わりますから、Ｊ

Ｃの現役もおるし、ＪＣには元ＪＣのメンバ

ーというのも１つになるので、こういう書き

方のほうがいいのかなと思いました。

○会長 ということです。

他はいかがでしょうか。

○委員 いいですか。

○会長 はい。

○委員 先ほど自治振興事務所長さんが現職

だと公務員扱いになるという話でしたけども、

区長会というのも微妙なところで、国の方針

ですが、市の方針ですといろいろとあるみた

いで、これでいいのかなと。結局、市はどう

いうふうにしていくつもりかなと。

○会長 実は、これもちょっと事務局に聞き

たかったんですけど、現役じゃなくても元区

長会長。というのは、地域協議会、これは地

域協議会はこれも実は地域協議会の会長も特

別公務員になってくるので、ですからこれも

元。現役にはしないほうがいいですよね。そ

こら辺は全てに共通するところです。ちょっ

と言葉足らずで申しわけないと思います。

○委員 こういう組織の推薦者というふうに

僕は理解しておったんですけど、区長さんな

ら区長会から推薦という、そういう公的な固

まりのところからの代表者とか推薦者という

書き方。

○委員 要するに会長というんではなくて、

会で。

○委員 区長会の推薦された方っていう、そ

ういうふうに捉えておったんですけどね。た

だ、全部組織名でもという意味で書いたのか

な。

○会長 ちょっと表現のアンバランスになる

んで、元振興事務所長というところ。この辺

の意図するところはやっぱり現職に利害関係

をもたないということが非常にやっぱり。利

害関係をもたないというところで◯◯さんの

言ったことと共通しますよね。現職でという

のは、さらにという意味をもちますけども、

そこら辺は勘案していただけると思います。

○委員 そういう方じゃないと、多分こうい

うことが理解できないと思うんで、そういう

経験をされた方じゃないとね。

○会長 他にいかがでしょうか。

じゃあ、ひとまず実行委員会の委員構成に
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ついては、そういうことでお願いします。

それから、２つ目の公開政策討論会参加の

最終申込期限。これはまず、◯◯さん、ちょ

っと説明いただけますか。

○委員 これも前回そうなったかもしれない

んですけど、確かチラシを作製すると期限が

ぎりぎりじゃないかというとこで終わってた

気がして、もしそこに名前を載せるのであれ

ば１週間前だと厳しいのかなと思ってたんで

すけれども、単純に名前を載せなければ全然

１週間前で問題ないかなと思っていました。

○会長 ◯◯さん。

○委員 これでオーケーです。原案でいいで

す。

○会長 はい。じゃあ、これについてはよろ

しいですか、皆さん。

では、その他ということで、第２段階で。

ごめんなさい。◯◯さんですね。

○委員 市長が辞職・死亡の場合は、市長候

補予定者の推薦する者は入らないということ

で、普通の場合、選挙の場合とは変えるんで

すね。辞職・死亡の場合というのは、どうい

う話があったか教えてもらいたいんですけど。

このフローでも括弧でくくってあるんで、強

調してあるんですけど、これはどういうあれ

ですか。

○事務局 こちら辞職・死亡の場合は、例え

ば亡くなってから５０日以内に市長選挙を行

わなければならないということで、かなり時

間的に厳しい。

○委員 タイトである。

○事務局 タイトで。

○委員 タイトである。

○事務局 はい。理想としては、２段階方式

で候補者予定者を推薦していただきたいんで

すけれども、いろいろ時間軸の中でいくとか

なり厳しいかな。

○委員 厳しいからやむを得ない、これはも

う。

○事務局 そういうことで。

○委員 わかりました。

○会長 という時間の問題として、ここは。

これについてはどうですか。よろしいです

か。５０日以内に市長選挙を行う、そういう

決まりですから。どうぞ。

○委員 前にお聞きいただいた法務担当案に

ついて、参加申込期限というふうにあるんで

すけども、第６条、申込期限が公開政策討論

会の開催日の４５日前までにということです

よね。そうすると、通常はいいんだけども、

もしこの市長が欠けた場合という、これは一

切、選挙日の７日前にはもう公示が。公示よ

りも４５日前に申し込んでおかないとならな

いということで、死亡した場合には一切討論

の内容については持ち込みできないというこ

とになる。

○会長 これは１１条との関係で。

○事務局 そうですね。ここはちょっと条文

の構成でいきますと、ずっと任期満了を想定

して第１０条まで書いておりまして、第１１

条で死亡または辞職の場合、いわゆる市長が

欠けまたは退職した場合、読みかえ規定とい

う形でやってますけれども、準用してますけ

れども、ちょっと今、御指摘いただいたとこ

ろが漏れてる可能性があるかなと思って見て

いまして、そこを少しおかしくないようにも

う一度確認します。おかしくないというのは、

死亡・辞職の場合でも立候補予定者が市長に

申込書をきちっとできるような時間を設けら

れるように設定するようにします。

○会長 それは準用という形で。

○事務局 はい。そうですね。１回ちょっと

詰めさせてください。

○会長 いいですか。

○委員 はい。

○会長 ありがとうございました。

他はいかがでしょうか。どうぞ。

○委員 逆に最短だと何日ぐらいで、この準

備できるんですか。４５日はやっぱりいるん

ですかね。要は緊急事態、どういう形で対応
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できる。例えば３０日にできるなら、その緊

急事態のときは３０日というのも１つ、作っ

ておくのもどうかなという。４５日いるなら、

このままでいいと思う。そういう想定はして

おかないと、どうなんですかね。

○事務局 そこが実行委員会がいつ立ち上が

ってくるかというところにも関係してくるん

ですけれども、２つ大きく考え方があるかな

と思います。１つは、常時任期１年で任期を

４月から次の年の３月までという、常に何か

しら実行委員会が動けるような形があれば緊

急事態でもすぐ動けるんですけれども、そう

いうやり方と、もう一つは任期満了を見据え

て４年に一度の市長選挙のある程度前に実行

委員会が立ち上がってくるという、そういう

やり方があると思うんですけども、後者の場

合、つまり任期満了の４年に一度の場合に実

行委員会が立ち上がる場合は、それ以外の年

は対応できませんので、そうすると市長が仮

に辞職・死亡した場合に急遽、実行委員会を

立ち上げるということになりますから、そこ

から換算して何日で公開政策討論会までもっ

ていけるかというと、少なくてもどうですか

ね。１カ月は。済みません。経験してないも

のですから何とも言えませんけども。

○委員 でも、不十分でもいろんなものを抜

いても例えば行政のほうでそういう器みたい

なものは作っておく必要があるのかなと思う

んですけどね。緊急事態でもいろんなものが

あるんですけどね。

○事務局 器というのは。

○委員 モデルみたいな。

○委員 場所もやり方も全部、実行委員会に

任せなくて、最低限できるようなものはこう

いう形のおぜん立てをしておいて、そこに後

から委員さんが入ってもらうというやり方も

１つのそういう想定も必要かなと思うんで、

そうすれば３０日ぐらいでできるんじゃない

かなと思うんですけどね。内容は不十分でも

仕方ないんだよね。どうなんでしょうかね。

やっぱりきちっと線路の上に乗せる必要なん

て、途中から最後を乗せるのも１つのやり方。

○委員 一遍経験しとけば、それに沿ってで

きますけど、最初は大変ですよね。最初どう

やって、ああでもないこうでもないともめて

時間がかかるというのは。

○委員 不十分でもやっぱり緊急事態の対応

型も考えておくべきかなと思うんですけどね。

これだと完全に不十分な形だよね、最初から。

日数もちょっと１回検討していただいて、無

理なら無理でいいです。

○会長 １回検討してもらって。ここでは言

い切れないので。

それでは、フローについての意見はそれぐ

らいにしまして、続きまして答申のほうはち

ょっと後にしましょうかね。次、公開政策討

論会のほうに入りたいと思います。

それで、皆さんのほうに今日配られたのは

概要のほうですよね。

○事務局 概要のほうです。

○会長 それで、今日はこの概要を参考にし

ながら法務担当にも確認をして、たたき台を

作ったので、こちらのほうを見ていきましょ

うか。どうですか。そのほうが。

○事務局 はい、お願いします。

○会長 時間的にもいいと思いますので、概

要のほうの定義についても参考にしながら皆

さん見ていってください。

じゃあ、まず事務局から委員の皆さんに１

つずつちょっと提案をしてもらう形にしたい

と思いますけども、最初に提案というか、こ

れを見ていくか。皆さん、まず最初に新城市

自治基本条例の改正案、こういう文言でやっ

たらどうかということです。これについて意

見をいただきましょう。読んでいただいてる

と思います。これについてはどうでしょうか。

自治基本条例の改正。まだ第何条にするかと

いうのはできませんので。

これについてはよろしいですか、皆さん。

どうぞ。
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○事務局 済みません。事務局からなんです

けれども、法務担当の意見としては自治基本

条例を改正することなく公開政策討論会の条

例を。済みません。ちょっと説明がおかしい

ですね。条例の改正について形式的な話なん

ですけれども、今の提案は２つの条例を改正

しますという２本、議会で審議していただく

形になるんですけれども、テクニカルな話で

通常法務でやるやり方とすると、新しく制定

する条例、つまり公開政策討論会の条例を１

本あげまして、この条例の附則というものが

最後にあるんですけども、附則の中に自治基

本条例を改正する文言を入れてできます。通

常はそうしますという話だったんですけれど

も、今まで議論の中で自治基本条例を１つ改

正をし、もう一つあわせて公開政策討論会を

制定するというような話があるので、このよ

うな形で提案をさせていただいてますけれど

も、本来の法務の考え方というのが皆さんの

中でそれならそれでいいよということであれ

ば、そういう形になりますし、そのあたりの

御意見、会長、皆さんに伺えたらと思ってま

すけど。

○会長 これはちょっとなかなか経験がない

と難しいところですよね。

○委員 こういう追加の条例というのは、こ

れからどんどん出てくる可能性があるんです

か。こういう自治基本条例にがあっと入って

いくような改正、改正で、他はない。これぐ

らいですか。

○事務局 それはもう市民自治会議の委員さ

んの中で議論が出ればですけれども、比較的、

私の個人的な感覚でいうとそんな頻繁に自治

基本条例を改正するというのは余りないのか

もしれないのかなという気はします。

○会長 附則に例えば改正するというふうに

入れるとか、どういうふうに言えますか。そ

このところを多分、皆さん知りたいんじゃな

いかなと思います。どういう表現になるのか。

○事務局 表現自体は、このまま附則に後ろ

のほうに移動していくというようなイメージ

です。

○会長 それで、またあれですか。自基本条

例の条文を変える。

○事務局 が自動に変わっていく。

○会長 自動的に変えていくんですね。そう

いうことになります。いかがでしょう。

○委員 別にどんどん変えていってもいいわ

けですね。自治基本条例を変えられるという

こと。

○事務局 自治基本条例自体はもちろんこの

場で議論していただいて改正することは、も

ちろんあると思います。

○会長 ここは皆さん、見劣るというか、実

際に自治基本条例の条文に新城市の公開政策

討論会をあげられるというところをもって改

正するというこれまでの理解あったこと。で

すから、それをどうするかは市のほうのルー

ルがあれば、それを運用するというふうにな

るでしょうか。

◯◯さん、何かありますか・

○委員 いや、これは独立してこの括弧書き

のやつがあるということですよね。

○事務局 はい。

○委員 附則になると、この括弧書きという

のは入る。

○事務局 入ります。

○委員 そう。

○事務局 はい。全く結果は一緒です。

○委員 どう違うのかが全くわからない。

○事務局 市議会の上程議案の中に２本ある

か１本になるかということだけです。特に自

治基本条例を直すということをしっかりうた

いたい。公開政策討論会を制定するんだとい

う２つなんだということであれば今のこの案

ですし、結果的に一緒であれば法務のいわゆ

る行政上のルールに従って公開政策討論会を

制定する。だから、自治基本条例も直すとこ

ろが出てくると、そういう組み立てになりま

す。
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○会長 この辺は市の皆さんのほう、共通認

識でいいですか。◯◯さん、どうですか。

○事務局 ちょっとこの議論自体を課長と最

近、議論してなかったんですけども、これは

一般的に法務の１つのルールに従ってやって

いくことでよろしいのかなと。

○会長 そうですね。ここでどっちがいいと

いう話ではないと思いますので、ただ内容に

ついては自治基本条例の内容がこういう条文

が入りますよ。入ることをもって改正になり

ますよということだけは理解をしておかない

といけない。そこまででいいですね、ここは。

あとはどういうふうに扱うか、市のルールが

あるので。ここはちょっと事務局のほうで扱

っていただいて。

どうですか、皆さん。内容。

○委員 内容、文章で「市長は、公の選挙の

うち市長の選挙」、公の選挙は何ですか。市

長の選挙は公ですよね。

○委員 公の選挙の内の市長選挙ということ。

○委員 そういう意味。わかりました。いい

です。

○会長 他はいかがですか。

じゃあ、これは扱いについては市のほうに

答申に従って扱っていただいて。

それで、今度は新城市長選挙立候補予定者

政策討論会条例。こういう案です。全部一括

では大変なので、まず、この間前文の検討が

あったんですけれども、これが自治基本条例

に基づく個別条例もありますので、ここのと

ころは前文は書く必要は特にない。というこ

とは、自治基本条例と多分、内容が相当に重

なってくるということがありますので前文と

いうのは余りよろしくないことでいいですか。

何か事務局、いかがですか。

○事務局 そうですね。そこは事務局として

も提案をいただいてますので検討していって

るところだったんですけれども、今、会長が

言われた点とこれも法務的な冷たい見解なん

ですけども、手続条例になりますので公開政

策討論会の条例に、つまり手続条例に前文を

置くのは余りないよということです。前文の

思いをむしろ解説書のほうに、逐条解説なり

解説書のほうにしっかりうたっていただいた

ほうがありがたいということでした。

○会長 逐条解説ですね。

○事務局 のような形に。

○会長 のほうで思いを述べるということで

す。

もう一つは、前文の書き方が公職選挙法に

抵触するような文言を出してしまうというミ

スを犯したくないというようなのが正直あっ

て、なるべくやることをはっきり決めて、そ

れで余り余分なことは書き記さないというこ

とでいったほうがいいという気持ちもありま

した。

ですので、大きく３つの理由です。１つは

自治基本条例の前文に相当やはり重なってく

るぐらいの。それから２つ目は、逐条解説の

中で間違いのないようにこの間の理由づけを

したい、このように思います。それから、な

るべく公職選挙法に抵触することを避けると

いう意味もあって、そういうことはないと思

いますけど、とにかく見劣るというのを優先

して議論した。

それで、趣旨からまず見ていきたいと思い

ます。まず一つ一つを見ていっていいですか。

時間的に。皆さん、いいですか。

まず、趣旨についてです。第１条。これに

ついてはどうでしょうか。よろしいですか。

また後で思いつくことがあったら言ってい

ただきましょう。つくります。時間を設けま

すので。

それから、用語の定義です。第２条です。

これについてはいかがでしょうか。よろしい

ですか、皆さん。

それでは、その次、公開政策討論会の開催、

第３条です。これはフローで見てきていただ

いたところでもありますけども、いかがでし

ょうか。よろしいですか。
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それでは、基本原則です。第４条。こちら

についてはいかがでしょうか。よろしいです

か。

それでは次、続きまして、公開政策討論会

の開催日等の決定及び公表、第５条です。こ

ちらについてはいかがでしょうか。

○委員 最後にちょっとおかしい文章といい

ますか、あるんですけど、「開催場所その他

公開政策討論会の開催に関し必要な」「に関

し」じゃなく「に関する」ではないかと思う

んですけど。「その他政策討論会の開催に関

する必要な事項を決定する」じゃないかと思

うんだけど。

○会長 「関し決定し」、これは。

○委員 取って、「に関する必要な」。

○会長 皆さんに送ったところを実はその後

ちょっと修正をしまして、今日用意したんで

す。今のところは新しい御指摘でもあるので

確認します。第５条の下から２行目です。

「開催日時、開催場所その他公開政策討論会

の開催に関する必要な事項を決定し、これを

公表するものとする。」にしたほうがいいの

ではないかということで。

他にいかがでしょうか。ここは全部確認し

ていただきますので、他いかがでしょうか。

どうぞ。

○委員 いいですか。全般に係るかもしれま

せん。５条がフローのところの実行委員会に

関するところに自治会議がこういう仕組みを

作るということですよね。そうすると、規則

か何かでうたうということでいいですか。

○会長 はい、どうぞ。

○事務局 規則でうたう。実行委員会のこと

ですか。

○委員 そうです。

○事務局 規則で実行委員会であるとか公開

政策討論会の説明会とか、規則か要綱はちょ

っと置いといて、詳しいことは手続的なもの

は別途定めていきたいというふうに考えてま

す。

○委員 いずれにしてもフレキシブルにそう

なると変えられるということになりますよね。

そういう余地を残したという、こういう解釈。

○事務局 そうですね。フレキシブルという

のは、一番の基本の骨組み自体はやっぱり条

例で書くべきで、具体的なもう少し細部につ

いては他のもので。

○委員 だから、この規則でうたうというこ

とは、規則でうたって最初に。そして、ちょ

っと不具合があったら規則って変えられるか

ら市長が。そういう余地を残してるという解

釈でいいのかという、そういうこと。

○事務局 ５条ですか。

○委員 ５条はそのままなんだけど、それに

下の規則なり要綱でうたうでしょ。

○事務局 そうですね。そういうことでもあ

ります。５条については、市民自治会議が市

長の附属機関ですので、いろいろなことを決

定することはできるんですけれども、この隣

の実行委員会は決定する権限がないんです。

ですので、あくまでも市民自治会議のこの場

でさまざまなことは決定しなければならない

ということは一つあります。

○委員 そうすると、規則にうたうというこ

とは、まずは規則でこういう仕組みがうたう

んで、最初にやるときの約束事ですよね。そ

れは縛られるわけです。実行委員会を作ると

いう形で縛られるわけで規則に。そうすると、

ちょっと不具合があったんで、それは手直し

するということができるようになるという解

釈でいいのかというだけなんです。

○事務局 そうですね、はい。

○委員 わかりました。

○会長 皆さん、よろしいですか、今の。ち

ょっともう一回説明してくれませんか。

○事務局 今の５条の説明については、市民

自治会議しか決定することができないという

ことで、それを受けて市長に戻し、市長に答

申し、市長が決めることになるわけなんです

けれども、実行委員会は先ほど◯◯委員が言
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われたように規則で定めていくことになると

思います。今日も議論いただいた委員をどう

いう方にするかというのが、なかなか絞り切

るの難しいところもありまして、今後の検討

項目かなというふうに思うんですけれども、

実行委員がどういう方か有識者がどういう方

かっていうことで固まって１回、２回やった

場合の改善について、修正についても規則で

修正することができるような形になってます。

○会長 多分、行政経験、皆さんある方ない

方さまざまなので規則に定めるという場合の

規則と、それから条例というののちょっと違

いを説明してもらう。

○事務局 済みません。条例ですと市議会で

議決をいただかないと成り立ちませんけれど

も、規則は市長が決定すれば定めること、あ

るいは変更することができますので、言って

みれば市長の判断で規則は改正することがで

きます。そこが大きな違いです。

○会長 規則というのは、この条例を議会に

諮る際に、あわせて作って出すのか、それと

もそれはまた後で運用の段階で作るのか。

○事務局 ここもどのタイミングで皆さん審

議いただいたこの条例案を市議会にかけるか

ということにも関係してくると思うんですけ

ども、フロー図にあるような手続は規則がな

いと動いていきませんので、セットじゃない

と用はなさないかなとは思います。

○会長 ここでまだ条例のほうをやってます

けども、一応ここのフローの中で議論した実

行委員会のこういうイメージです。これは今

後、条例が条例として成立していく中には、

これを尊重して規則は定められるというふう

に一応、皆さんに言っておかないと、こうや

って書いたはいいけど実際には全然関係ない、

賛同しないというようなことになるとだめで

しょということですよね。手続、まず制度の

種類とあわせて、この扱いについて一応確認

ということで、よろしいですね、事務局のほ

う。

○事務局 はい。

○会長 皆さんの方もよろしいですか。これ

が条文に出てくればいいですけども、そうじ

ゃないものですから。

それでは、その次の立候補予定者の公開政

策討論会の参加の申出、第６条についてです。

これについていかがでしょうか。どうぞ。

○委員 ６条の３で「立候補予定者は、第１

項に規定する期日以後に公開政策討論会に参

加することができる。」というのは、途中か

らでも参加することができる。締め切りに間

に合わなくても、途中で参加しますと言った

ら参加できるということですね。

○会長 そのとおりです。

○委員 そういうことですね。そのときに次

に掲げる事項を記載して申請しろという申出

書の提出なんですが、いわゆる１番、２番は

前の１番、２番と一緒なんですね。書類はね。

３番がないんで、３番、まちづくりに関する

政策及びこれを実現するための方策に関する

事項というのは書いてないんで、それはどう

なんですか。必要ないということですか。途

中から入った場合。そういうことですか。ど

うしてそうなの。

○会長 はい。

○事務局 これが表現としてはわかりにくい

んですけども、先ほどのＡ３の資料のフロー

図のところにある、いわゆる立候補予定者が

議論したいテーマを出せないという、そこで

す。これは非常にわかりにくいんですけど、

運用上はそういう趣旨で運用していきますの

で。

○委員 要するに、時間がないということで

すか、全部。

○事務局 １週間前に出たいと言われた人は

申しわけないですけど。

○委員 調整できんという。

○事務局 そうですね。

○委員 そういうことですね。

○事務局 はい。
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○会長 ですから、早目の立候補が必要であ

るという。この間の議論の。

他いかがですか。

ちょっと皆さんに御検討いただきたいとこ

ろがあるんですけども、第６条のところでち

ょっと直させたところなんですけど、「立候

補予定者は、公開政策討論会に参加しようと

するとき、前条の規定により公表された公開

政策討論会の開催日（開催日が複数ある場合

は、最初の開催日）の４５日前までに次に掲

げる事項を記載した申出書に必要な書類を添

付して市長に提出するものとする。（１）住

所、氏名及び生年月日。」ということですね。

２つ目です。「参加を希望する公開政策討

論会の開催場所」と書いてあるんです。これ

は皆さん、どう思いますか。どうでしょうか。

つまり、先ほどの説明があったように公開政

策討論会は３カ所で開催することを前提にこ

の間、議論してきたんですけども、ここでは

開催場所を選ぶことができるというものです

ね。これはどうしたほうがいい。どうしたも

のかというところについて。今日はここで決

定するんじゃなくて、皆さんの意見をまず聞

かせていただけたら、どうでしょう。

○委員 要するに欠席することができると。

全部出なくても自分の好きなところだけに。

それでは公開政策討論会にならないかもしれ

ないですね。

○会長 はい。皆さんはどうでしょうか。

◯◯さんは今そういうふうに解釈しました。

○委員 これ立候補したら１人でも開催する

んでしたよね。だから、今１つ出なくても１

人でやるというのと、立候補者が１人でも３

つやるという形になりますよね。だから、い

いと思うんですけどね。１つの選択として。

○委員 そうですか。

○委員 あんまりそういう人はいないと思い

ますけどね。

○委員 思いますけどね。

○会長 実はちょっと皆さんに相談したかっ

たのは、この基本原則の第４条第１項、ちょ

っと見て欲しいんですけども、ここに公開政

策討論会というのはどういう基本原則のもと

で行っていくところ。つまり、公開政策討論

会というのは、「参加する立候補予定者のま

ちづくりに関する政策及びこれを実現するた

めの方策について、市民の理解を深め、選挙

への市民への関心を高めることを目的として

行われるものである。」ですから、立候補予

定者の意図も大事なんですけども、一方で市

民が理解を深めて選挙への関心を高めてもら

うということなり、目的としてる。基本原則

としてる。ですから、第２項のところでは、

「立候補予定者は、公開政策討論会の趣旨を

理解し、これに参加するものとする。この場

合において、参加の申出は、立候補予定者の

意思に基づくものとし、不当に義務を課すも

のであってはならない。」ということなんで

す。ですから、この２つでそろうわけですけ

ども、ここの（２）というのは、今の鈴木さ

んの話でいうと４条の２項については担保す

るけども、１項についてはどうなんだろうな

という、ちょっと疑問があったんで、皆さん

の御意見を聞きたいと思って。そもそも論で

す。この議論の出発点は、ここの第４条の第

１項にあったんじゃない。もちろんそれは政

治活動を制限することがあってはならないと

いうことがあるので、それで第２項が出てく

るわけだけども、参加を希望する公開政策討

論会の開催場所、これを最初に呼称するとい

うことがどう。そうすると、市民の理解を深

めて選挙の関心を高めることに対して機会を

奪ってしまうことにならないのか。

○委員 逆に言うと出ないという意思表示は、

その人の政治姿勢をあらわすし、逆にそのほ

うが関心が高まるんじゃないかな。３つとも

出ん人もおるかもわかりませんよね。公開討

論会には絶対１つも出ないという方もおるか

もしれない。それも政治姿勢だから。

○会長 でも、そこはなるべく避けましょう、
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みんなでやりましょうというのが前提なので、

いろんな選択肢を用意して、どれでもどうぞ

という話ではないと思うんです。

○委員 そうすると、じゃあ絶対に出なくち

ゃいけないというくくりにしないとおかしい

ですしね。

○会長 なるべくみんなで３カ所でやって、

市民の意をとりましょうというのが最初じゃ

なかったですか。

○委員 おっしゃるとおりで、自分の都合だ

け考えたらいかんと思うので、選挙に出る人

が。有権者のことを考えて。

○会長 いいですよ、いいですよ。皆さんの

意見なんで。

◯委員 これは自由意思だと私は思いますし、

それはそれで。ただ、開催場所って解釈する、

ようわからんけど、開催場所をここでは３つ

の場所でやろうというときに、だけどいざ自

治会議で決めるわけですよね。それが１カ所

になるんか３カ所になるんかわかんないわけ

ですけど、ただ、今この全体としては３カ所

という話にはなってるので、議論がちょっと

あれですけど、自由意思はあると思うので、

そこはどちらかというと尊重してもいいと思

います。尊重というかまかせればいいかなと

思います。

○委員 病気になって出れんとかいう、特殊

な場合はどうなんですか。立候補者の突如、

そのぐらいは。

○会長 いや、これは申し出の段階なので、

最初から病気になってる。

○委員 病気でもはって出ることはできます。

○会長 これはいろんな、こういう条文であ

ったとしても実際には運用で今、僕が言った

危惧するところというのはカバーできると思

うんです。実際に市民自治会議で開催場所に

ついて明らかにして、そして実行委員会が第

２段階まで立ち上がって、実際に特に重要な

市長候補者の推薦する人たちが入って、実際

に政治活動を展開していくという段階におい

ては、そこでなるべく第４条の基本原則を踏

まえてということは出てきますので、そこで

クリアできるとは思います。

○委員 それなりにしっかり理解をしてもら

って、必ず出てもらうようにしていくしかな

いですよね。

○会長 はい。じゃあ、意見として皆さんの

意見を賜りましたので。

他のところで何かありますか。第６条。

それでは次、開催日時、場所、議題の決定

及び公表、第７条にいきます。これについて

はどうでしょう。これについてはよろしいで

すか。どうぞ。

○委員 言うつもりなかったんだけど、第２

項の開催の中止を決定するという文章のとこ

ろなんだけども、「前条に規定する期日まで

に」と前条の規定する期日というのはどこを

指しているのか。全部３項も含めてというこ

となのかどうか。

○会長 これ事務局、どうですか。

○事務局 この３項も含めて考えております。

ですので、１週間前までに誰も参加の申し出

がない場合は、その場合に初めて中止の決定

と公表と考えています。

○会長 他にいかがでしょうか。

それでは続きまして、市政に関する情報の

提供、第８条です。これについていかがでし

ょうか。どうぞ。

○委員 ４番で情報を求めた人には情報を提

供するというんですけど、これは求めた人だ

けではなくて立候補予定者全員に同じ情報を

提供するということですね。

○会長 そういう趣旨で。

○委員 そういう趣旨、そうじゃないと公平

になりませんもんね。

○会長 じゃあ、それは確認でいいですか。

○委員 はい。確認です。

○会長 他にいかがでしょうか。

それでは、次にいきます。公開政策討論会

の議事運営についてです。第９条です。ここ
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はいかがでしょうか。これもよろしいでしょ

うか。

続きまして、公開政策討論会の公平性及び

公正性の確保、第１０条についてです。こち

らについてはいかがでしょうか。よろしいで

すか、皆さん。

それでは、裏のほうを見てください。

準用が書いてあります。第１１条、これに

ついては先ほど確認しましたけども、いかが

でしょうか。どうぞ。

○委員 市長の職務を代理する者というのは

副市長のことですか。それとも別途何か決め

る。

○事務局 副市長です。

○委員 副市長ですか。

○事務局 はい。

○委員 わかりました。

○事務局 準用の読み方だけですけど、私の

確認ですけど、この３条と５条から１０条ま

でということでしたので、さっき今泉委員が

言われた６条のところの４５日前までという

何か読みかえれるかなと思って見てまして特

になかったので、済みません。再度確認しま

す。

○会長 準用って手続条例ではよく使う。

○事務局 使いますね、これは。

○会長 使いますか。

○事務局 はい。

○委員 どういう意味ですか、準用って。

○事務局 準用は置きかえるというような意

味ですかね。

○委員 置きかえる。

○事務局 はい。

○会長 続きまして、条例の見直し、第１２

条、これはどうでしょうか。

それでは、委任、第１３条。よろしいでし

ょうか。

ということです。ありがとうございました。

では、全体について何か矛盾してる点、再確

認するところありますでしょうか。どうぞ。

○委員 第２条の用語がずらずらと書いてあ

る。鍵括弧でくくるか、説明文を頭をあわせ

るかのほうがわかりやすいかなと思います。

読めばわかりますけど。鍵括弧か自治基本条

例の頭文字か。

○事務局 済みません。こればっかりは法務

のルールがありまして。

○委員 あるんですか。

○事務局 はい。全てこういう場合は一ます

あけるとか、済みません。

○委員 鍵括弧はどうです。

○事務局 もう全部決まってます。済みませ

ん。鍵括弧１というのは１号という意味です

し、普通の第４条のところの２というのは第

２項という意味ですので。（１）にするのか

普通の１にするのかは、１項にするのか１号

にするのか。

○委員 それも事前にいただかんといかん

ね。わかりました。じゃあ、結構です。

○会長 論文と同じですね。

他いかがでしょうか。いいですよ。

◯委員 済みません。１１条の準用のとこで

すが、市長が欠けた場合は職務代理者という

ことで副市長制をとってる新城市は副市長と

いうことだと思うんです。うちも校長が欠け

た場合は第１教頭、第１教頭が欠けた場合は

第２教頭、私学ですので決まってます。４番

ぐらいまで決まってるんですけど、何かあっ

てもらったら困るんだけど、市長が欠けた、

副市長も欠けた、それ順位って決まってます

か。３番手、４番手、それちょっと心配にな

ったんで。

○事務局 総務部長ですよね。次が。

○委員 わかりました。決まっていればオー

ケーです。

○事務局 ですので、多分ここは副市長とは

書かずにということに。

○委員 ですよね。副市長制とってるからで

すよね。とってるとこととってないとことあ

りますからね。そうですね。
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○会長 ありがとうございました。これは公

開政策討論会の条例案。我々は条例案のとこ

ろまで一応話し合う、決める、答申するとい

うとこが必要です。実際に議会に諮って、そ

して最終的なところは、これは市との調整で

すので、今日までのところで一応お諮りを、

重要な作業を終了になります。よろしいでし

ょうか。

今の条文の考え方については、公開政策討

論会条例の概要、これを今日一々確認はしま

せんけれど、またこれはお読みください。何

かわからないところとかお聞きしたいことが

ありましたら、事務局のほうにお問い合わせ

をいただければということです。ありがとう

ございました。

それでは続きまして、答申にいきましょう

か。新城市自治基本条例及び新城若者条例に

ついて（答申）、こちらの答申内容について

皆さんに御審議いただきたいというふうに。

これも皆さんに送ってもらいましたよね。

○事務局 これは今日、済みません。

○会長 じゃあ、ちょっとこれを皆さんに説

明していただかなきゃいけませんね。じゃあ、

事務局のほう、お願いします。僕のほうでい

きましょうか。

○事務局 読むだけは読みます。

１番としまして、自治基本条例に定める市

民の権利を具現化するための公開政策討論会

条例についてということで、ここのあたりも

直していただきたいところなんですけども、

今年度の市民自治会議は、今まで本市で行わ

れた市長選挙公開政策討論会や平成３０年度

から検討している市民の権利を具現化するた

めの公開政策討論会のあり方について、振り

返り論点を整理するところから議論をスター

トしました。その上で、公開政策討論会検討

作業部会のまとめを基礎検討資料とし、市民

まちづくり集会での市民発表「公開政策討論

会とまちづくり」の成果などを踏まえ、具体

的な公開政策討論会制度の検討を行いました。

主な論点は、市民の知る権利と市長立候補予

定者の政治活動の自由とのバランス、公開政

策討論会手続の公平性・中立性の担保が不可

欠であることなどが挙げられました。また、

市長立候補予定者が一人の場合でも公開政策

討論会を開催する必要があること、参加でき

ない市民のために開催動画をＷｅｂで公開す

ることが必要です。公開政策討論会条例の概

要は別添のとおりです。ということで、先ほ

どつけさせていただいた概要をつける形にな

っております。

続いてもよろしいでしょうか。

○会長 まず、ここで１回切りましょう。

○事務局 はい。

○会長 この内容について皆さん、どうでし

ょうか。何か気づいたこととかありましたら。

よろしいでしょうか。大体この間の手続ある

いは論議の本当の概要の部分です。さわりの

部分を触れていればと思いますけど、よろし

いですか。

それでは、２のところです。若者総合政策

その他若者が活躍できるまちの形成の推進に

関する事項について、これをお願いします。

○事務局 若者総合政策その他若者が活躍で

きるまちの形成の推進については、平成２６

年度運用から約５年経過した「若者議会」の

成果と課題について、以下のとおり意見をま

とめました。丸で箇条書きにしております。

報酬、報償費について、年々増加しているが、

活動の幅、市外への進出、ＰＲ活動を考える

と妥当である。

裏面にいきまして、若者議会で提案した事

業について、ある程度汎用的な評価基準をつ

くり効果を数値化し、事業効果を示してほし

い意見もあるが予算に縛られない、自由な発

想と行動の若者議会であってもよい。提案事

業のみに着目するのではなく、委員経験者の

その後の市政への参加なども若者議会の成果

である。目に見える改善や変化が期待できる

事業も今後増えていくと市自体の活性化、発
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展につながり、若者議会の知名度や信頼も確

実についてくると考える。課題として、アン

ケートをとるなど他の若者の意見をどう反映

させるか。という箇条書きにしております。

○会長 この内容について、いかがでしょう

か。表現がちょっと変だなというところもあ

りますけども、そんなところも含めて意見を

お願いします。いいですよ。

○委員 これになかなか議論されてなかった。

それぞれの意見を出し合って、それをこうい

うふうにまとめたという、こういうふうに思

われるんで、実際に私、１つちょっと加えて

というか、今、若者議会では議会議員が地域

自治区のほうへ行って説明をしているんです

よね。

○事務局 今はやっていないです。

○委員 そうなんですね。地域自治区委員な

んかに入ってる人もいますか。自治区の。

○事務局 はい。

○委員 それは全部じゃないんですよね。

○事務局 全部といいますと全地区。

○委員 うん。

○事務局 違う違う。構成は協議会でやって

いますので。

○委員 なので、入ってるところと入ってな

いところがあるということやね。私としては、

それは協議会が決めることなので、それは仕

方ないですけど、ぜひ若者議会、若者の枠と

して入れてほしいなというのは思います。そ

れは、やはり若者の目線でやっぱり地域を見

るということが大事だというふうに思います

し、やっぱりこういう若者がいるんだという

ことを地域が知ること。若者ってこんなに元

気なんだというようなことを知ることも必要

だと思うんです。だから、それはちょっと入

れてほしいなというのが私の要望です。入れ

てほしいって、どういうふうに入れるかって

いうのはあれだけどね。

○会長 でも、これは若者が活躍するまちの

形成の推進に関する事項って書いてあるので、

若者議会のメンバーだったら忙しい人たちが、

その地域協議会委員になれたら、それがつく

れていくのが望ましいという、あるいは提案

するんじゃなくて、こういう若者が活躍でき

るまちの推進に向けて若者たちが地域協議会

などに参画できるような支援も検討もいただ

きたいと、そういう趣旨のことでいいんです

よね。

○委員 はい、いいです。

○会長 その辺はどうですか。お願いします。

○委員 おっしゃるとおりでして、私のやっ

ている地域協議会などもいろんな事業が出て

くるんですが、よく見ると若者が取り組んで

いるもとタイアップできそうなものがいくつ

かあるんです。中では１回、若者議会のメン

バーに声をかけたらどうだろうっていうので

話を聞くんだけども、なかなかそれがいかな

い。だから逆に若者議会関係の、議会に出て

いなくてもいいんですが、若者のやってるこ

とがわかってる人たちにおってもらえるとい

いなということは思わんでもないです。ただ、

それぞれの協議会で委員選出の方法があるも

んですから、そこに若者議会を全部入れると

いうわけにはいかないだろうなというふうに

思いますし。

○会長 という意見です。他いかがでしょう

か。

ということで、ここのところは１つの案で

すけれども、若者議会のメンバーを初め若者

たちが地域協議会などにおいて活躍できるよ

うに、そういう支援をしていただきたい。そ

ういうことでいいですね。そういう趣旨のこ

とでね。また、もちろん１回原案を作って、

皆さんに１回送りますので、原案でおかしけ

ればまた修正をいただきたいと思います。方

針としてはいいですか。

それでは、その他、自治基本条例の運営に

関すること。これ、事務局のほう、お願いし

ます。

○事務局 市民自治会議条例第２条第１項第
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１号に基づき、新城市自治基本条例の運用及

び普及に関することについて、下記のとおり

意見をまとめましたということで、諮問され

た２項目以外にも議論いただきましたので、

１番、市民まちづくり集会、２番、女性議会

について書かせていただいております。

まず、市民まちづくり集会につきましては、

無作為抽出で来てくれた年配の方がここに来

るのがうれしかったと年配者を生かす場がで

きたため無作為抽出は有効であった。若者年

代の参加者が少なかった。無作為抽出の若い

年代を増やしたらどうか。今後の新城市を担

う若い世代の参加者を増やしていきたい。出

された重要な意見を市政に反映させていく仕

組みが必要である。そのためにはファシリテ

ーターの養成が必要。今後も継続していくた

めに、テーマ選定は行政でやっていることや

行政だけでできない実務の中の問題の中から

選定することも必要である。自治基本条例に

基づく実行委員会の開催ではなく、ＮＰＯ法

人にして継続してやっていくのはどうか。

続いて、女性議会についてです。今後、市

政への女性の意見反映は重要になる。常に地

域に出て女性の意見を聞く会（茶話会）を行

ったらどうか。女性議会参加委員で組織化な

ど実現できないか。傍聴者が多く、年々増え

注目が高まっている。女性議会議員も１０代

から７０代と幅広く、提案された内容も興味

深いものばかりであった。女性議会をやめた

ほうがいいという意見もあったが、今回のア

ンケートは全員続けるという意見でうれしか

った。以上、これも箇条書きで抜かさせてい

ただいております。

○会長 どうでしょうか。皆さんのこの間議

論なりあるいは意見が反映されてるでしょう

か。ここのところは、どうすべきだとか、ど

ういうふうに限定しないで、皆さんの感想と

かそういう意見も入れたものですから、表現

もここはそろえないという形であえて出して

ます。

それでは、原案としてはこのようにいきた

いと思います。

それでは、皆さんからいただいた意見、そ

れから表記上、何かおかしい文言等はここで

修正としていきます。

それでは、３番、報告、「しんしろ自治フ

ェス２０２０」、これについて事務局お願い

します。

○事務局 お配りしました資料の色のついた

チラシになります。「しんしろ自治フェス２

０２０」ということで、毎年、めざせ明日の

まちづくり事業補助金と地域活動交付金の成

果報告ということで開催していたものを、今

年度こういった「しんしろ自治フェス」とい

うことで開催を計画しております。日時は令

和２年３月７日土曜日、場所は新城文化会館

小ホールで行います。

毎年、パネル展示、活動交付金、めざせ明

日のまちづくり補助金を活用している団体、

約１００件のパネル展示を展示室で行ってお

ります。こちらにつきましては、今年度もパ

ネル展示を展示室で行う予定でおります。

「しんしろ自治フェス」の内容につきまし

ては、１時開場になります。オープニングに

よさこい踊りを披露しますが、歌舞人という

ことで、この団体も地域活動交付金を使った

団体となります。続きましてパネルディスカ

ッションで、パネラーは地域活動交付金活用

団体が３団体、めざせ明日のまちづくり事業

補助金の活用団体が１団体ということでパネ

ルディスカッションを予定しております。次

に、基調講演で東京大学の名誉教授、大森先

生のほうにお越しいただきまして基調講演を

行います。今年はいつもの成果報告、一方的

な報告だけでしたが、パネルディスカッショ

ンを予定しておりますので、皆さん、ぜひ３

月７日、お時間ございましたらよろしくお願

いいたします。

済みません。パネルディスカッションにつ

きましては、こちらにお見えになります◯◯
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委員が、済みません、めざせ明日のまちづく

り事業、今年、コミュニティビジネス立ち上

げ事業で補助金を活用されてますので、パネ

ラーとして御登壇いただきまして、アドバイ

ザーということでこの会の会長であります先

生に。

○会長 感想を言うだけ。

○事務局 お願いしております。また皆さん、

よろしくお願いいたします。皆さん、ネット

ワークがたくさんあると思いますので、５枚

しか配りませんけど、５人連れてきてくださ

い。済みません。それは冗談ですけども、何

枚か御利用なら何枚でもありますので、ぜひ

お誘い合わせの上、来ていただけたらと思い

ます。

○会長 ということです。名前も今年変わり

ましたね。それで、構成も大幅に変わりまし

た。従来の成果報告という、そういう非常に

限定的な意味合いのイベントではなくて、む

しろ、これから市民自治社会を作り上げる上

で、どんなイメージをもって取り組んだらい

いんだろうか。こういった展望をみんなでも

ちあおうじゃないかというような、そんな趣

旨でにぎやかな楽しいイベントもさまざまあ

りますので、ぜひ委員の皆さんはもちろんで

すけども、呼びかけをして多くの方に参加い

ただけたらお願いします。どうぞ。

○事務局 済みません。ちょっと補足ですけ

ども、少し真ん中右あたりに演劇とありまし

て、これは今、職員有志で劇の練習をしてい

ます。本当にど素人、中には高校時代に演劇

部で全国大会に行ったという強者もいますけ

れども、まちづくりの難しさ、楽しさみたい

なものをうまく表現できればなということで、

地域活動交付金を使って何とか課題を解決し

ていきたいというシーンをやってますけれど

も、その先には今後必要になってくるであろ

う稼ぐ手段であるとか、補助金頼みじゃない、

交付金頼みじゃないやり方も、もしかしたら

見えてくるんではないかとか、ＮＰＯ法人化

していけるんではないかとか、次の展開につ

なげられるような劇ができたらなと思ってお

ります。ここはあんまり期待しないでくださ

い。

○会長 わかりました。ということで、今回

いろいろと盛りだくさんで新しい展開をして

みようということになりました。ぜひ皆さん、

そこでこんなもんじゃだめだ、もっとこうす

べきだというような提案もありがたいと思い

ます。実は、皆さんのいろんなこういう、こ

の間の感想を分析して内容を変えてきたとい

うこともありますので、ぜひお願いしたいと

思います。

それでは、私のほうからちょっと皆さんに

提案したいこともあるんですけども、先に事

務局のほうからありますか。

○事務局 次回の会議日程でございます。一

番下にございますが、次回、第７回の市民自

治会議、こちらが答申となります。よろしく

お願いいたします。日にちは２月１２日水曜

日、時間が１９時から、午後７時からとなり

ます。場所のほうが前回、政策会議室という

ことで御案内しましたが、会場はこちら、こ

こと同じ市役所４階４－１会議室、ここにな

りますので、よろしくお願いいたします。

○会長 ありがとうございました。というこ

とで皆さん、次回２月１２日１９時で遅い時

間帯になりますけども、なるべく皆さん、御

参加いただけるようによろしくお願いします。

◯◯さん、いいですか。じゃあ、お願いし

ます。◯◯さんもよろしいですか。

○委員 はい。

○会長 仕事着でいいということなんで、仕

事のみんな帰りですから、そのままで来てく

ださい。お願いします。ありがとうございま

した。

それでは、ちょっと私のほうから最後に皆

さんに御提案をさせていただきたい。実は、

この間、公開政策討論会の検討も含めて部会

を設けて、そこで大変積極的に重要な案件を
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御審議いただいた。あわせて今回、公開政策

討論会条例の検討をずっと立ち会って、そし

て１回か２回、非常に重要なコメントもいた

だいた◯◯さん、今日お越しいただいて、通

常では一傍聴ということで御参加いただくわ

けですけれども、実は我々委員会として◯◯

さんにさっきも言ったように重要な場面で御

意見をいただきました。それから、部会を設

けて、そこでも実は非常に重要なたたき台を

御用意いただきました。そういうこともあり

ますので皆さんの同意をいただいて、ここで

◯◯さんにも委員会としてお礼を述べたいと

いうふうに思います。いかがでしょうか。

それでは、◯◯さん、全然用意してなかっ

たんですけど、本人いきなりですのでちょっ

とこちらのほうにお越しいただいて、一言御

挨拶をいただきたいなと思いますので、ちょ

っと私のほうから皆さんを代表してお礼を言

わさせていただいてよろしいでしょうか。

それでは、◯◯さん、いきなりで申しわけ

ございません。どうぞ、もっとこちらへお願

いします。

我々の市民自治会議、自治基本条例を作っ

て以降、自治基本条例がきちっとやはり施策

に反映されて、そして自治基本条例に基づい

てこれまでの取り組みをいろんな施策をやっ

ているかどうか、それを検証するために委員

会を設けて、そして指導もいただいてやって

きました。ただ、これから公開政策討論会と

いう未知の分野に切り込むに当たって、それ

についてもここで諮問するようにということ

をいただきましたので、御経験者である◯◯

さんのさまざまな御意見を貴重な情報として

我々反映させていただくということでお願い

してまいりました。本当に長い期間でありま

したけども、こういう我々の重要な議論のお

つき合いをいただきまして、本当に感謝して

います。ありがとうございました。

あわせてまた、これから実際に条例が制定

された後には、これを新城市の誇り高い自治

の施策として運用していかなければいけませ

ん。いろんな難しい難題もあるかと思います

けども、これまでの御経験に即して建設的に

いろいろと助言をまたいただけるように、ぜ

ひお願いしたいと思いますので、この場をか

りてお礼とあわせてお願いを申し上げたいと

思います。本当にどうもありがとうございま

した。よろしくお願いします。

○◯◯さん 済みません。こんばんは。

急に言われたんでびっくりしましたけど、

いろんな決まりというものが実際どのように

決まっていくのかなというのが、その経過が

最初、作業部会でやったものの責任として見

ておきたいなというのがありました。先ほど

◯◯さんが言ったみたいに置きかえ、言葉だ

とか規則だとか先ほど言った、たまたま◯◯

さんと話していて規則の話とか、行政用語と

かそういうのがあって、なかなかわかりにく

いところもありました。そこで、なるほど、

こういうふうに決まっていくんだなというふ

うに思いましたけど、ここで学ぶのでいうと

空気を読まなくて申しわけないんですけど、

やっぱりちょっと違ってくるなというふうに

思うことが１つありました。

それは、やっぱりこういう意識の高い人と

いうのは、市民という者を、いわゆる市民っ

て納税者、主権者、いわゆる生活者、その部

分のところをやっぱりだんだんだんだん、や

っていけばやっていくほど抽象的な存在にな

ってしまうんです。こんな人いないよという

格好の存在をやっぱり前提として話を進んで

いってしまう危険性というのがどうしてもあ

る。やっぱり私はちょっとこれは悪い癖です

けど、低レベルに落としてたんです。◯◯さ

んに怒られますけど。そういうことがあるん

です。ただ、現実っていうものを見ると、や

っぱりそういうこともあると思うんです。た

だ、そこのところで一番危険なところって代

数でいわゆるＡに変換するんじゃなくて、や

っぱり一番最初の生活者。生活者のレベルで
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どういうふうにやっているかということを考

えない限りは申しわけないですけど、やっぱ

りいけないかなと。また見ないかんかなとい

う気もしますけど、それは今後やっていただ

くということをお願いして、いろいろこんな

ことを言っていただきましてありがとうござ

いました。これからは、もう邪魔しません。

○会長 ありがとうございました。実際にこ

の条例が進めてきた実行委員会というのが立

ち上がって、ここは今◯◯さんのお話があっ

た本当に地に足がついたというか生活者とい

うか、そのにおいをぷんぷんさせるような、

そういうところから実は議論をしていかない

といけない部分があると思います。また、そ

ういう運用が行われていって、新城らしい公

開政策討論会が展開されなければ、参加者が

やっても聞く側には気持ちは届かない、メッ

セージは届かないと思いますので、今、御指

摘いただいたところが肝に銘じて、また運用

していけるように。また、そのときには皆さ

んも今度、厳しい目でこの実行委員会を見て

いただきながら、かつ応援をしていただいて、

足を運んで応援していただくということもあ

るかと思います。いろんな立場でこれから条

例の成立を見届けていただく。運用を皆さん、

盛り上げていっていただくというふうに思い

ます。本当にどうもありがとうございました。

◯◯さん、どうもありがとうございました。

○◯◯さん ありがとうございました。

○会長 それでは、本日の委員会は以上で終

わりましたので、これで終了したいと思いま

す。今回、第６回になりました。本当に遅く

までさまざまな年齢層の人たちがこうやって

集まっていただきまして、本当にありがとう

ございました。こういう自分の時間を割いて、

自分の経験を語っていただける方っていうの

は、愛知県の自治体の中ではないです。私も

学会でいろんな仕事をしている中で、皆さん

のような存在は見たことがない。責任をもっ

て、こうやって発言をしていただいて、辛抱

強く、いろんな思いもあるでしょう。でも、

限りなく合議に至るまで努力していただける

方たちを本当に杞憂な存在ですので、こうい

う市民がいることを今日再確認をして、本当

に皆さん誇りに思って、この会を閉じたいと

思います。いよいよ最終日は答申日ですので、

ぜひ足を運んでいただけるように、よろしく

お願いします。

では、本当にどうもありがとうございまし

た。


